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Ⅰ．はじめに
　近年、わらべうたの意義が見直されている。核家族化、
少子化が言われて久しいが、このような社会環境の中で、
子どもたちが集団で遊ぶ力や、年長者から年下の子どもへ
の遊びの伝承が弱くなってきていると考えられ、昔ながら
のわらべうたを保育に積極的に取り入れようとする保育者
が増えてきていると思われる。
　子どもにとって、わらべうたの良さは、主に3つあると考
える。
　一つは数人で遊ぶことを通して友達と楽しさを共有した
り、時には喧嘩をしたり、問題を解決するために皆で考え
るなどの体験を通して人と関わる力が育っていくというこ
とである。
　二つ目は、音と動きがゆるやかにつながった遊びが多い
ため、まだ表し方が未分化であることが多い幼児期に自然
に楽しめる遊びであるということである。
　三つ目は、わらべうたは、日本語の抑揚が自然にリズム
となりメロディとなったものであるため、子どもが自らつ
くり出せるということである。
　本論では、この三つ目の意義に注目したい。
　わらべうたに価値を見出し、積極的に教育に取り入れた
教育者としては、コダーイ・ゾルターン（Kodaly Zoltan 
1882-1967）、カール・オルフ（Carl Orff 1895-1982）が挙
げられる。コダーイ・ゾルターンは自国のわらべうたの重
要性を説き、「わらべうたには民族音楽の原初的なかたちが
あり、わかりやすい歌詞の比較的狭い音域の子どものわら
べうたを最初の教材」1）と考え、系統的なシステムを考案し
た。
　また、カール・オルフは「リズム的なものも、旋律的な
ものもすべて音楽の練習の出発点は言葉の練習にある。」2）
として、母国語の言葉のもつ音や抑揚やリズムなどがリズ
ミカルなものやメロディに発展していくと考え、わらべう
たを音楽教育の出発点とした。
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　両氏は、子どもの原初的な言葉による表現に、母国の文
化に根ざした音楽表現の片鱗が表れると考え、大人の意図
的な関わりの重要性を説いたのだといえよう。
　今、子どもたちの周りには歌があふれている。テレビ番
組や、CD、DVD などから発信される歌、幼稚園や保育所
で触れる童謡。数多くの歌を聴き、覚え、歌うが、子ども
にとって本当に「歌いやすい歌」はどれぐらいあるのだろ
うか。子どもを観察していると、広い音域からなる歌を喉
から声を振り絞るように歌っていたり、あるいはどなり声
で叫ぶように歌っている姿がみられる時がある。このよう
な姿からは、子どもが歌に主体的に向き合い、自らの思い
を表現しているとは感じがたい。
　一方で、わらべうたに歌いやすさを感じ、歌っているの
だと思われる時がある。保育者が子どもにわらべうたを教
える。すると即座に保育者の歌うメロディを追い、声に同
調する姿が見られる。わらべうたでは、どなり声になるこ
とはほとんどなく、柔らかな声で歌い、遊ぶ姿が見られる。
　わらべうた独特の音域の狭さや日本語のイントネーショ
ンが自然にメロディになっているという特徴が、子どもに
「歌いやすさ」を感じさせているのではないか。歌いやすい
歌は、覚えやすい歌であると同時に、子どもが自分なりの
思いを表現したり、新たにつくり出せたり、つくり替えら
れる可能性を秘めていると思われる。
　幼稚園教育要領領域「表現」では、子どもの音、動き、
言葉が時には一体となった混沌としたいわば「表現の芽」
のようなものに着目し、子どもの主体的な音楽活動に対す
る保育者の姿勢が問われている。では、主体的とは何か。
すなわち子どもにとって「つくりやすい」「つくり替えやす
い」「歌いやすい」歌とは何か。
　本論では、わらべうたを子どもがつくり替え出した一事
例を検証したい。ここで挙げる事例は、昭和初期に静岡県
内の特定の地域で歌われ遊ばれていたものである。この地
域の子どもたちは、イギリスの伝承童謡マザー・グースの
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歌として知られる < ロンドン橋 > を、メロディ、歌詞を自
らの手でつくり替え、遊んでいたのである。この < ロンド
ン橋 > を中心に検証を試みたい。そして、本来子どもにと
って「つくり替えやすい」歌遊びとは何かを考察していく
ことを目的とする。
Ⅱ．検証方法　
　まず昭和初期に < ロンドン橋 > はどのように翻訳され、
人々に知られていたのか当時の様相を明らかにしたい。次
に、子どもたちが歌っていた < ロンドン橋 > は果たしてマ
ザー・グースがもとになっているのか、日本古来のわらべ
うたが変容したものではないかという疑問を検証したい。
さらに、この当時の < ロンドン橋 > のメロディ、歌詞を分
析することを通して子どもたちがこの歌を作り上げた意味
を考察する。
　母国語がもととなったわらべうたが、子どもにとって真
に「歌いやすい」歌であるのと同時に、自らの手で歌や遊
びを生み出せるものであると考え、幼児の音楽表現を考え
ていく上での手がかりを得たい。
わらべうた調査の経緯
　ここで、昭和初期の < ロンドン橋 > を採取した経緯を明
らかにしたい。
①調査時期：平成14年9月～12月、平成17年9月から11月、
　　　　　　及び平成24年8月（計17日間）
②調査地域：静岡県御殿場市印野地区
③調査対象：上記地域で生まれ育った人51人
④調査方法：子ども時代に歌っていたわらべうたを聞き取
り取材する。具体的には、個別の自宅を訪問
しての取材、及び老人クラブ「ひまわり館」
にて集団の会話を通しての取材を行う。
　この調査は、本来は別の目的意識をもって始めたもので
あった。保育現場から、「子どもたちがわらべうたを多く知
らないために歌うことができない。伝承が途絶えた歌を改
めて知りたい。」と言われたのがきっかけであった。各園で
高齢者との交流をはかるなど、方法は様々にあるだろうが、
筆者自身も遊びや歌い方を学びたいと考えて、独自の取材
を始めた。
　静岡県御殿場市印野地区を対象とした理由は主に2つあ
る。第一は、老人クラブの活動や、そこへのボランティア
参加が盛んであり、「ひまわり館」には常時40名程度の人々
が集っているため、話を多く聞くことができると思われた
ためである。また、第二には、印野地区の歴史的、社会的
背景に興味を惹かれたためである。
　印野は、御殿場市で富士山に最も近い集落である。現在
は、集落に続く西方と南方の原野は東富士演習場になって
いる。人が住んでいる場所は、海抜が550～650ｍ、広さは
南北約4㎞、東西約2㎞の狭い地域である。かつては火山灰
からなる土壌で水に乏しく、米はほとんど取れなかった。
そのため、多くの家では養蚕をしたり、夏は粟やとうもろ
こしを作り、冬は炭を焼いて生計を立てていたという。町
からかなり奥まった山間部に位置するため、他の村の人々
との交流に乏しく、独自の生活が営まれていたようである。
閉鎖的な暮らしをしていた村の子どもたちのわらべうたは
どのようなものであったか、他の地域と同じような歌であ
ったのか、それとも独自の歌が歌われていたのか、実態を
知りたかったため、取材を開始したものである。　　
　結果として、個別取材及び「ひまわり館」での取材の中で、
51名からわらべうたを聞き取ることができた。51名の内訳
は男性6名、女性55名、最年長の人は男女とも大正元年生
まれ、最年少の人は昭和5年であった。
　集まったわらべうたは46曲である。これらの曲を小泉
（1986）の方法に従い、次のように分類した。　　　
　　1．となえうた　7曲
　　2．絵描きうた　8曲
　　3．おはじき・石けり　3曲
　　4．お手玉・羽子つき　2曲
　　5．まりつき　3曲
　　6．なわとび　0曲
　　7．じゃんけん　2曲
　　8．お手合わせ　6曲
　　9．からだ遊び　4曲
　10．鬼遊び　11曲
　長年の期間に渡る取材を通してこの数になったのには次
の要因が挙げられる。まず、取材した人々が、子どもの頃
歌った歌を思い出すことは大変な作業であったこと、それ
がわらべうただと意識していないこと、また、同じ村で育
った人々は年齢が違っていても同じ歌を歌っていたことで
ある。小泉が指摘するように「山村や離島には、新しい人
間が外部からやって来て定住するという機会がとぼしいた
め、新しい歌や遊びが増加しない。（中略）よほど創作の天
才がその村に現れない限り、種類は極めて限られたものに
なる」3）ということが、印野地区にも当てはまるのかもしれ
ない。
　調査した結果、明らかになったのは、他の村との交流に
乏しい地域であったにも関わらず、多くの歌は他の地域で
も聞くことのできる、良く知られた歌であったということ
である。どのようにもたらされたのかは明らかでないが、
歌詞が若干異なったものがあったものの、印野地区の子ど
もが新しく作った歌はほとんどなかった。　
　唯一、採取できた印野地区独自のわらべうた、すなわち
子どもの独創性、歌が生まれる背景がうかがえる歌が < ロ
ンドン橋 > である。
Ⅲ．オリジナル<ロンドン橋>の実態
　この言葉を聞いて真っ先に思い描くのは、イギリスの伝
承童謡マザー・グースの歌である。現在、わが国では歌詞
は高田三九三が翻訳したものが定着し、保育現場で主に歌
われている。
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　しかし取材を通して取材対象者から聞き取ったメロディ、
歌詞はこれまで一般に歌われてきたものとは全く異なるも
のであった。
　この歌は、大正12年から14年に生まれた女性から聞き取
ったものである。それ以前、あるいはそれ以後に生まれた
人でこの歌に関する記憶をもっている人はいなかった。し
かし、この歌を歌っていた人々の記憶によると、子ども時
代、すなわち昭和初期にさかんに遊んで歌った歌の一つで
あったという。きわめて短い期間に特定の子どもたちの間
だけで歌われ、伝承が途絶えたものであることが推測され
る。このことからも、印野地区で誰かによって作られたも
のであると考えたい。
Ⅳ．<ロンドン橋>の翻訳の様相
　昭和初期に、この曲は一般的にどのような状況で知られ
ていたのであろうか。印野地区の子どもたちがつくり替え
る可能性はあったのであろうか。本節では、当時の翻訳の
様相を概観したい。　　
　わが国で最初に < ロンドン橋 > を訳詞したのは北原白秋
である。北原は、大正10年、アルス社より『まざあ・ぐうす』
を出版している。この中には129曲が収められているが、
< ロンドン橋 > は98曲目として登場する。
ロンドン橋が墜ちた　ロンドン橋が墜ちた。
何で今度架けるぞ。何で今度架けるぞ。
銀と金で架けて見ろ、銀と金で架けて見ろ。
銀も金も盗まれた。銀も金も盗まれた。
鉄と鋼鉄とで架けて見ろ。鉄と鋼鉄で架けて見ろ。
鉄でも鋼鉄でもヘし曲がる。鉄でも鋼鉄でもへし曲がる。
材木と粘土で架けて見ろ。材木と粘土で架けて見ろ。
材木、粘土は流される。材木、粘土は流される。
そんなら石で架け、そりゃ丈夫だ。千年万年大丈夫だ。4）
　この歌詞にはメロディが明記されていない。
　子どもが読みやすいように全ての漢字にルビが振ってあ
るが、最後の節では「丈夫」に「じょぶ」というルビを使用し、
リズミカルに読めるようにしてある。全体的に、詩人の白
秋らしい、日本語のリズムを大切にした、のびやかな歌に
仕上がっているといえよう。
　大正10年の『まざあ・ぐうす』以後、昭和5年には『白
秋全集』が刊行され、第10巻目にマザー・グースが収めら
れた。全集本でのマザー・グースは、多くの曲において、
大正10年版のものに多少の手直しを加えたようであるが、
< ロンドン橋 > には全く手が加えられていない。
　続いて昭和8年には春陽堂から『少年文庫　まざあ・ぐ
うす』が出された。ここでも大正10年版と全く同じ歌詞で
登場している。
　北原以外の作家では、竹友藻風が大正14年に『世界童話
体系第17巻　世界童謡集（上）』を著わし、この中で < ロ
ンドン橋が落ちた > という題で訳を発表している。
ロンドン橋が落ちた、踊って超えよ、レイディ、リィ、
ロンドン橋が落ちた、きれいなレイディとえんやらさ。
こんどは何で作らうぞ、踊って超えよ、レイディ・リィ、
こんどは何で作らうぞ、きれいなレイディとえんやらさ。
金や銀では盗まれる、踊って超えよ、レイディ、リィ、
金や銀では盗まれる、きれいなレイディとえんやらさ。
鉄や鋼はまた作れ、踊って超えよ、レイディ・ディ、
鉄と鋼はまた作れ、きれいなレイディ・えんやらさ。
鉄や鋼は折れまがる、踊って超えよ、レイディ・リィ、
鉄や鋼は折れ曲がる、きれいなレイディえんやらさ。
木と粘土でやれ作れ、踊って超えよ、レイディ・リィ、
木と粘土でやれ作れ、きれいなレイディとえんやらさ。
木と粘土は流される、踊って超えよ、レイディ、リィ、
木と粘土は流される、きれいなレイディとえんやらさ。
丈夫な石でやれ作れ、踊って超えよ、レイディ、リィ、
フザァ、それなら百年もち、きれいなレイディとえんやらさ。5）
　この訳詞にもメロディはついていない。内容は北原のも
のと似通っており、特に、本来の英語圏での「マイ・フェ
ア・レディ」というマザー・グースによく見られるナンセ
ンスな意味のない言葉まで忠実に訳そうとしたようである。
全体的に綺麗にまとまっているが、日本語の面白さには物
足りない部分があり、硬い印象を受ける。
　マザー・グースの翻訳は、明治から大正にかけては竹久
夢二（『さよなら』洛陽堂　明治43年）、土岐善麿（『Otogiuta』
日本のローマ社　大正8年）、西條八十、水谷まさる（『世界
童謡集』冨山房　大正13年）、松原至大（『マザアグウス子
供の歌』春秋社　大正13年）らが手がけ、「第一次マザー・
グース・ブーム」といえる現象が起こっている。しかしな
がら、大正から昭和にかけては < ロンドン橋 > は、北原、
竹友以外に訳した者はいない。また、前述したように、両
氏の本では詞のみが書かれており、メロディについては全
く触れられていなかった。
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Ⅴ．子どもと<ロンドン橋>の出会い
　さて、印野地域の子どもがマザー・グースの < ロンドン
橋 > を元に歌をつくることはできたのであろうか。時期的
には、翻訳出版されたのが大正10年から昭和8年にかけて
であり、わらべうた < ロンドン橋 > を歌ってくれた取材対
象者の子ども時代に一致している。また、歌詞を見ると、
いずれも「ロンドン橋が落ちた」という文句から始まって
おり、子どもたちが歌っていた「ロンドン橋落ちた」に極
めて近い。しかしながら、北原も、竹友も「ロンドン橋が」
と訳しており、歌う上では歌いづらかったことが推測され
る。
　印野地区では実際に誰が本に直接触れたのかは突き止め
ることはできなかった。大正10年の『まざあ・ぐうす』は、
定価が2円80銭になっており、装丁も豪華に仕上がってい
る。当時としてはかなり高価な詩集であったことがうかが
える。
　数回目の取材時に、実物を取材対象者に見せたが、口々
に「こんな本は見たことがない。」と言われた。当時、印野
地区の子どもが買い与えられるものではなかったようであ
る。同時に全集本もかなりのボリュームがあり、個人の家
で購入できたかは疑わしい。昭和8年に出版された『少年
文庫　まざあ・ぐうす』は、子どもが手に取りやすい小型
の本で、値段も25銭と比較的手ごろな値段であった。これ
は、一般家庭で購入できた可能性があるが、実際に持って
いた、あるいは友達が持っていたといるのを見たことがあ
る人がいなかったため、断定はできない。
　では、一体子どもたちはどこで < ロンドン橋 > と出会っ
たのか。可能性として推測できるのは、印野尋常小学校に
あった「さくら文庫」にいずれかのマザー・グースの本が
あったということである。また、マザー・グース本をどこ
かで目にした教師やその他の年長者に教えてもらったとい
うことなどが考えられる。しかしながら、この歌を歌って
いた人々は口々に「お姉さんに教わった。」と話している。
また、例え、尋常小学校の文庫にあったとしても、教員の
入れ替えのほとんどなかった学校で教員自らが子どもたち
に教えていたとしたら、数年で途絶えるはずがないと考え
る。
　また、当時、< ロンドン橋 > のメロディが録音されたレ
コードが発売されていたかを調査したが、昭和5年にコロム
ビア教育レコードにはメロディが入っていたが、現在一般
的に知られているメロディであるかどうかは確認すること
ができなかった。
　マザー・グース研究の第一人者である鷲津は、高田
三九三から、「昭和2年当時楽大の学生時代にイギリスの楽
譜集があり、マザー・グースがいくつか載っていて、< ロ
ンドン橋 > や < キラキラ星 > なども < メリーさんの羊 > と
一緒に昭和10年頃までには歌えるようにと訳しており、昭
和12年頃ビクターからレコーディングをしたが、だんだん
敵性音楽ということで発売禁止になった。」と聞いたという
ことである。つまり、昭和12年には正確にメロディをレコ
ーディングしたが、印野地区の子どもたちが遊び歌ってい
た時期よりはるかに遅いのである。
　この時期、実際にレコードに子どもたちが触れ、本来の
イギリス発祥のメロディを耳にすることができたかどうか
は断定できない。
　しかしながら、子どもたちは、何らかの形で < ロンドン
橋 > を知り、面白さを感じて遊びに取り入れていったと考
える。
　また、鷲津は、明治生まれの女性が < キラキラ星 > を外
国人の宣教師から習い、英語で歌っていた事実を突き止め
ているが、印野地区にはキリスト教の教会もなく、外国人
も全くおらず、原曲で歌う機会はなかったことが判明した。
Ⅵ．<ロンドン橋>は<どんどん橋>か
　< ロンドン橋 > の歌が独自の歌い方をされていたのは、
実はマザー・グースがもとになっているのではなく、日本
の伝統的なわらべうたがもとになっているのではないか、
ということも考えられる。それは、< ロンドン橋 > を子ど
もがどこで知ったのか、という考察を進めるよりも自然な
ことかもしれない。そのため、筆者は、印野地区の < ロン
ドン橋 > の歌の歌詞に似ている歌を探した。その結果、< ど
んどん橋 > という題名のわらべうたと童謡に行きついた。
なぜなら、取材を進めていくうちに、取材対象者から、「ロ
ンドン橋ではなく、どんどん橋と歌っていたかもしれない。」
という声が聞かれたからである。
　わらべうたの < どんどん橋 > は、江戸時代後期から歌わ
れていたもので、子どもたちが細い板を渡って行き来しな
がら遊ぶものである。
　また、同じく < どんどん橋 > というわらべうたでも、歌
詞が若干違うものもある。
　これらの歌は、印野地域の調査では、遊んだ記憶がある
人や、聞き覚えのある人は全くいなかった。「どんどん橋」
という「ロンドン橋」に似た歌詞が出てくるものの、「落ち
た」ではなく、「わたれ」になっており、また遊び方も橋を
渡るという遊びであり、印野地域の歌が < どんどん橋 > か
ら転じたとは考えにくい。
　また、童謡の世界では、大正12年に清水かつらと草川信
が < どんどん橋 > という童謡を発表している。清水は、< 靴
が鳴る > や < 叱られて > を書いた詩人であり、草川は、< 夕
焼け小焼け > や < どこかで春が > などを作曲した、大正時
代の童謡ブームに大きな貢献をした人物である。
　この歌は、歌詞もメロディも印野地区のものとは大きく
異なっていることは一目瞭然である。
　印野地区の < ロンドン橋 > は、わらべうた < どんどん橋 >、
童謡の < どんどん橋 > の変形ではなく、やはり北原や竹友
の歌をもとに作り上げたと考えるのが自然であろう。
印野地区の < ロンドン橋 > のメロディ、リズムのつくり替
え方、遊び方に見られる子どもの表現は、オリジナリティ
にあふれており、独特なものであった。一方、前述したよ
うに、北原及び竹友の発表したものは、歌詞の翻訳が中心
であり、メロディには一切触れられていなかった。
　このことから、印野地区の < ロンドン橋 > は、言葉のリ
ズムをもとにしてメロディを作り出していったと考えられ
る。オルフが着目した言葉による原初的な音楽表現がここ
に見られる。
　また、この歌で歌われている歌は、日本のわらべうたに
よく見られる民謡音階であり、「ロンドン橋落ちた」の部分
の流れは、印野地区のイントネーションが自然にメロディ
になっているのである。すなわち、現在我々が知っている
< ロンドン橋 > は、「落ちる」の部分のメロディが音が上に
上がっており、日本語としては不自然なのだと考える。印
野地区でのわらべうたの調査の結果、子ども時代歌われて
いた歌のおよそ92％は民謡音階であった。このことからも、
子どもに自然と民謡音階が馴染んでいたこと、その音階で
歌がつくりやすかったことが推測される。
　また、イギリスオリジナルの歌は、「ロンドン」の部分で
跳ねるようなリズムになっているが、取材で聞き取った歌
は、一つひとつの音がポツポツと切れ、同じ強さで歌われ
ていた。鷲津は、日本のわらべうたが2拍子、4拍子の歌と
して採取されることを批判し、「無意識に一音ずつ指を折り
ながら言葉の数を数えて俳句や標語を作る方法は、日本人
の一拍子のリズム感を明確に示している（中略）日本人は
日本語の言語リズム素のために根本的には一拍子のリズム
感しかないのではないか」6）として、日本語のわらべうたは
すべて一拍子であるという説を唱えている。筆者が聞き取
った < ロンドン橋 > は、何度も歌ってもらったが、常に一
つひとつの音の重さが同じであり、場合によってはフレー
ズの最後の音を気ままに伸ばすという歌い方が見られた。2
拍子、4拍子だと思って聞いていると、途中でリズムが狂っ
たような印象を受けるのである。しかし、歌っている当人
は狂っているという感覚はなく、むしろ伸びやかに気持ち
よく歌っている。筆者は、鷲津のいうように、わらべうた
すべてが一拍子だとは考えていないが、この < ロンドン橋 >
については、一拍子であると考える。
　また、歌詞を見ると、「ロンドン橋落ちた」の部分は、マ
ザー・グースの歌詞をもとにしていると考えられるが、続
く部分は全くの創作である。北原、竹友の訳詞と比較する
と遊びに適した躍動感が感じられる簡潔な言葉でまとめら
れている。大人の努力も形無しといった感がある。
　また、この歌の遊び方としては、鬼が二人向かい合わせ
になって両手を繋ぎ、肩のあたりまで腕を上げて橋を作る。
他の子どもたちは、一列に並んで歌いながら橋の下を通る。
歌の最後の「とりこ」の「こ」のタイミングで鬼は腕を下
に下ろす。その時、つかまった子どもが次の鬼になるのだ
という。歌詞の全体の意味が遊び方に見事に直結している。
「あなたはわたしのとりこ」は、「あなた」が「わたし」に
魅せられる、という内容でありながら、実際は「わたし」
（鬼）が「あなた」をつかまえる、という遊びになっており、
言葉遊びのようなユーモアを感じる。このくぐり抜け遊び
は全国的によく知られ、印野地区でも遊ばれた < とうりゃ
んせ > にも見られるが、マザー・グース本来の < ロンドン
橋 > でも歌われる方法である。マザー・グースと違う点は、
マザ ・ーグースの<ロンドン橋>の歌詞がナンセンスであり、
意味が不明であるのに対し、印野地区のものは遊びの方法
と歌詞が一致しているところである。
　マザー・グースの遊び方がどのように日本に伝わったか
を明確に記録した文献はない。印野地区の子どもたちが外
国の歌とその遊び方を真似したとも考えられるが、筆者は
むしろ、歌詞のイメージから自分たちで編み出した遊びが
結果としてイギリスのものと同一であったと考える。
　全体を通して、①自分の生まれ育った土地のイントネー
ションをそのまま自然にメロディにしていること、②遊び
から歌詞が生まれ、歌詞から遊びが生まれるといったよう
に、歌と遊びが切り離せないものになっているということ、
③既製の詩を自分たちの思いに合うように自在につくり替
えていることなど、子どもたちのたくましい、遊ぶための
知恵や、歌を自ら生み出す力を感じることができよう。また、
オルフは繰り返しのリズムであるオスティナートが子ども
の表現にはふさわしいと考えていたが、印野地区の曲は同
じフレーズが3回繰り返されてあり、つくり替えやすく、歌
っていて心地よかったと考える。
Ⅶ．結論
　子どもにとって「つくり替えやすい歌」とはどのような
ものかを検討するため、独自につくられた < ロンドン橋 >
を事例として取り上げてきた。昭和初期、西洋的な音階
を用いた数多くの唱歌や童謡を教えられてきたにも関わら
ず、子どもたちは民謡音階で独自の歌をつくり、遊んでい
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た。遊びを面白くするために必要な言葉を選び、その言葉
に大きな抑揚がついた結果メロディが生まれたのであろう。
この歌の音の流れには、「こういう音でなければならない。」
という必然性が感じられる。
　また、西洋文化を移入するべく翻訳された歌を、子ども
自身の感性に合うようにつくり替えている様は、当時の子
どもが大人から与えられる文化に精一杯の抵抗を試みてい
た証のようにも思える。
　泉は、自身がわらべうたの聞き取り調査を行った結
果、「子供たちが遊ぶ時に歌うわらべうたにはその民族
の音楽的の最も基本的な特徴が明確に現れる」7）「明治
以降の徹底した西洋音楽中心の音楽教育にもかかわら
ず、日本人の音階の音階に関する音楽的感性には依然と
して伝統的要素がしっかりと存続している」8）としている
が、印野地区の子どもたちも、遊ぶ時に長年受け継がれ
てきた民謡音階を自然に取り入れていたが、むしろ民謡
音階こそが我々日本人の根本的な音楽的感性に合っており、
「つくり替えやすい歌」は、身体の表現と伴う遊び歌であり、
わらべうた（民謡音階）であることが結論づけられる。
　今回の事例は、80年以上も昔の子どもたちの記録である。
しかし、現代の子どもの遊びを観察していると、似たよう
な姿を目にすることがたびたびある。
　例えば、大きな風船を空に向かって投げる時につぶやく
「そおれ！」という掛け声や、友達を応援する時に「○○ち
ゃーん、がんばれー。○○ちゃーん、がんばれー。」と歌う
歌などである。どんなに普段西洋的なメロディや、テンポ
の速い曲に多く触れていたとしても、子ども自身の内から
出てくる歌はわらべうたであるということは見逃せない事
実である。
　平成20年に改訂された幼稚園教育要領における領域「表
現」では「自分なりに表現することを楽しむ」という文言
が付け加えられている。これは、そのような子どもの表現
に保育者が気づいたり、意図的に配慮する姿勢を求めてい
るものだと考える。大人が作った歌を教えられ、歌うこと
も子どもにとっては大切な経験である。しかし、それが本
当に子どもの音域にふさわしいのか、今歌う意味はあるの
か、子どもの内面からの思いが本当に発揮できているのか
を我々は常に検討する必要がある。
　子どもにとって「つくり替えやすい歌」とは、印野地区
の < ロンドン橋 > のように、日本語本来の言葉の抑揚に合
ったメロディから成り立っており、リズムが簡潔なもので
あるものではないか。また、そうであればこそ、遊びへの
発展が期待できると考える。
　今後は、この歌がなぜ、昭和初期に流行り、遂には廃れ
ていったのかを検証していきたい。
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